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＜連絡事項＞

・患者様の定期評価の時期になりました。3月中に評価をお願いします。

転倒転落シート・口腔衛生評価・生活支援シート・ケアプロセス
・本日から床暖房の時間を調整しています。10：00～15：00は暖房が切れます。
＜患者様連絡事項＞
・三浦　みよ子様～本日コロナワクチン接種しています。
・江刺家　恵子様～ＳＷから情報あり。3/17に家族とケアマネが「あっぷる園」の見学及び契約を行う予定。現在病状悪化がみられることもあり、現在の精神状態と身体状態の詳細を記載した看護サマリーの準備依頼を受けています。サマリーは作成し、小屋敷ＳＷへ渡してあります。
・高橋　義明様～夜間の睡眠不安定さが見られ、本人も増薬に同意した事から、本日からレボトミン（5）2錠が寝る前に追加となります。

＜要注目患者様＞

・岡本　将孝様～食事・日課に対しての拒否や謝罪する発言聞かれ、食事への抵抗強い。促しにて数口摂取し、適宜水分補給実施している。
・江刺家　惠子様～表情の硬さは持続し、物品に対して強迫的な要求や、同室者への易怒性見られている。介入への抵抗や危険行為はなく過ごす。
・小笠原　文人様～要求時に発語せずジェスチャーで伝えようとする事多いが、独語は活発。奇異行動も見られているが、介入にてトラブルなく経過。
＜安ケ平Dr診察＞
・長谷川　陽一様～左手掌の疼痛は継続している。夜間の睡眠もとれている。精神症状も安定している。処方は継続。
・上村　みわ様～歩行は安定してきており立位のバランスもとれているが、本人は否定している。腰から大腿部にかけての疼痛は変わらず訴えあり。転倒しないよう指導あり。ＡＤＬは概ね自立している。処方は同内容で継続。
・滝田　英人様～夜間の睡眠はとれており、幻聴に起因する独語は継続しているが概ね落ち着いている。大声をあげる事はなく、疎通も保たれている。日中に眩暈などの不調を訴える事はあるが、血圧は90台～110台で安定しており、脈拍も不整脈なく落ち着いている。処方は変更せず継続。
・出河　攻様～佐々木泌尿器科受診の希望があり紹介状作成している。本人は4月の受診を希望している為、作成した紹介状の作成日を修正して使用の指示があります。血圧は安定しており、疼痛の訴えなし。夜間の睡眠は確保できており、精神症状も落ち着いている。本人からも「今が一番安定している」と話がある。処方は同内容で継続。

・中川原　義雄様～最近便が柔らかい傾向にあり、拭き取る際にも肛門部をゴシゴシ擦っているとの事。敏感な部分のため強く拭かないよう説明している。鼠径ヘルニアは突出する事はなく、自分で押して戻していると報告される。夜間の睡眠は早朝覚醒があるが、再入眠出来ていると話しがあり、処方は変更せず継続としている。フェルビナクスチック軟膏３％　2本　処方となる。
＜皮膚科診察＞
・三浦　綾子様～状態著明に改善みられ、今回で終診となります。
・岡本　将孝様～臀部の表皮剥離みられ診察しています。びらん、皮膚落屑みられ、エキザルベ軟膏塗布+エアウォール保護の指示を受けています。
他、変更ありません。
